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社会問題に対するクレイムはどのように国際的に拡散するのか
―�ジョエル・ベスト編『クレイムの広がり方―社会問題の国境を越えた拡散』―

………………………………………………………………… 蒋　　　天　晨 　 1

教育格差の解消だけでは社会移動は生まれない
―�S.フリードマン・D.ロリソン『階層の天井―なぜ特権を得ることが有益なのか』―

………………………………………………………………… 福　田　高　之 　10

教育はいかにイギリス社会の分断に寄与したか
―�D.レイ『誤った教育―不平等と教育と労働者階級』―

………………………………………………………………… 藤　波　明　志 　18
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編編集集規規定定  
 
1. 本誌は京都大学大学院教育学研究科教育社会学講座の機関誌として、年 1 回

発行する。 
2. 1）本誌の編集は、「教育・文化・社会」編集委員会の責任のもとに行われる。 

2）編集委員会は本講座の教員および大学院生代表者により構成される。 
3）編集委員会に関するその他の細目は別に定める。 

3. 本誌には、研究論文の他に、研究ノート、書評論文、資料などの欄を設ける。 
4. 1）本誌の投稿者は、単著論文の場合、原則として京都大学大学院教育学研

究科教育社会学講座に所属する専任の教員・大学院生・研究生・研修員、な

らびに本講座の修了者とする。 
2）共著論文の場合、1）に定める投稿者が第１著者となり、学内外の研究者

（大学院学生を含む）を共著者とするものに限る。 
3）投稿に関する細目は別に定める。 

5. 論文等は、未刊行のものに限る。 
6. 論文等は、編集委員会によって審査され、その掲載について検討される。 
7. 本誌に掲載された原稿の著作権は、本講座に属する。著作者が本誌に掲載さ

れた文章を再録しようとする場合は、事前に本講座に届け出る。 
8. 1）論文等の原稿は、所定の執筆要項に準拠したものに限る。 

2）執筆要項は別に定める。 
 



令和 6年 3月5日　 印刷
令和 6年 3月8日　 発行

　　　発　行　者　　　　京都大学大学院教育学研究科
� 教育社会学講座
� 京 都 市 左 京 区 吉 田 本 町

　　　編 集 担 当　　　　藤村 達也（助教） 齋藤 尭仁（博士後期課程）
松田 康介（博士後期課程）

　　　印　刷　所　　　　株式会社　北斗プリント社
� 京都市左京区下鴨高木町 38−2



Department of Sociology of Education
(Sociology of Education)

Graduate School of Education, Kyoto University
Yoshida Honmachi, Sakyo-ku, Kyoto, 606-8501 Japan

Socio-Cultural Studies of Education

 Vol.24　　　　　　　2023 

教
育
・
社
会
・
文
化

二
〇
二
三
年

第
二
四
号

Book Review

Joel Best ed.
How Claims Spread: Cross-National Diffusion of Social Problems

（New York: Aldine de Gruyter, 2001）
� …………………………………… JIANG Tianchen 　 1

Sam Friedman & Daniel Laurison
The Class Ceiling: Why it Pays to be Privileged
（Bristol:�Policy�Press,�2019）

� ………………………………… Takayuki FUKUDA 　10

Diane Reay
Miseducation: Inequality, education and the working classes
（Bristol:�Policy�Press,�2017）

� ………………………………… Harushi FUJINAMI 　18


